





















前 492-前 449 年）。
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　この時，アテネとスパルタは他の都市国家と，夫々デロス同盟とペロポネソス同盟を形
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た結果，アウグストス帝の治世（前 27-後 14 年）に 25 万人だった常備軍は，ディオクレティ
アヌス帝の時代（284-305 年）には 45 万人から 60 万人へと膨張した。他方で，帝国全体
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ていた。実際，第 4 回十字軍（1202-1204 年）は，ベネチア商人と共謀して東ローマ帝国
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　その後，第 5 回（1219-1221 年）・第 6 回（1228-1229 年）の十字軍がエルサレムを奪い
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は渤海（現在の中国東北部に位置した国）と隣接し，西はアラル海の東岸，南はチャンパー
（現在のベトナム）と接し，北はモンゴル高原に至る，最大の領域を獲得した（22）。そして，
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配下となっていたエフタルがペルシャ帝国の領内に侵入したことから，西突厥とペルシャ


























































ケンティウス 4 世は，リヨンでの公会議（1245 年）において，「モンゴル問題を神のハンマー
としてではなく，外国の侵略勢力として処理する」との決定を下した（32）。
　その後の 1248 年，第 7 回十字軍を率いたフランス国王ルイ 9 世に，モンゴル側（北部
ペルシャの軍事総督エルジギタイ）は使節を送り，「モンゴル側がバクダッドを，十字軍
がエジプトを夫々同時に攻撃した後，共同してエルサレムを解放する」ことを目指した軍




に襲われて大敗し，捕虜となった王は，莫大な身代金を支払って翌 1250 年 5 月に釈放さ
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しかし，モンゴル軍は長期にわたる遠征で消耗と疲労が激しく，翌 1260 年 9 月，パレス
チナ地方のジャールートでイスラム軍との戦いに敗れた。フラグは劣勢を挽回しようと，
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〔抄　録〕
　古代・中世の国際政治において，「海上大国」（古代ギリシャの都市国家，ローマ帝国及
びそれに準じた十字軍等）は地中海及びその近隣地域に勢力圏が限られたのに対し，「陸
上大国」（匈奴，突厥，モンゴル帝国及びそれに準じたフン族等）はユーラシア大陸の幅
広い地域に勢力圏を広げるという優勢な立場にあった。そして，両者は，中間に位置する
国家・地域に勢力圏を拡大しようとする際，交渉し同盟を結び，共同で軍事行動に踏み切
ることも見られた（東ローマ帝国とフン族，突厥と東ローマ帝国，十字軍とモンゴル帝国，
等）。
　しかし，「海上大国」も「陸上大国」も，共に戦争という手段によって勢力圏を拡大し
たものの，それを維持するための軍事負担への対応が困難となり，結局，外部からの圧力
や内部の混乱によって崩壊し，新たな「大国」に支配の座を譲ることを繰り返していた。
そこには，「戦争が国家を作り，国家が戦争を作った」という構図が如実に示されていた。
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水野　均：古代・中世の「海上大国」・「陸上大国」と戦争
